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求めたことがある (霊長類学会第 13回大会発表).ーこのたび､中国研究者の労作 r中国石芳削











































獲辺 茂 (慶応大 ･文)･山崎由美子′(慶応大 ･社会学 ･心理)･




実験 1､2ともに､被験体は､京都大学霊長類研究所のチンパンジー (Pantmglodjdes)成体 11
頭であった.2野i以上が屋外放飼場や東西サンルームにいる状況で､実験1では実験者が姿を見せ
た状態､実験2では実験者は姿を見せない状態で該当個体に名前を呼びかけ､そのときの該当個
体および同じ場所にいる他個体の反応･行動を観察､ビデオカメラにより記録･分析を行なった｡
実験1では､該当名と他個体名に対する反応率に有意差が認められ､話者の姿が見える状況では､
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